
■注意事項  ■施⼯位置
   ［製品仕様について］   製品と壁⾯との間隔はH:175の場合は50~70mm、H:200の場合は100~120mmを推奨します。
  ・本製品は、フォークリフト操作者が倉庫内に設置された本製品を視認することで、壁の位置の確認、⽬測を   製品間隔は20mmを基本としますが、設置場所の都合上製品が収まらない場合は、10~20mmの間で調整ください。
   する際の⽬印としての使⽤がその⽤途であり、実際にフォークリフトが壁に衝突した場合の緩衝材としての
   強度を有していません。    ［全体イメージ］
   ・破損の恐れがありますので、製品の上に載らないでください。
   ・歩⾏帯や⾞⽌めには絶対に使⽤しないでください。これらの⽤途に必要な強度を有していません。
   ・本製品は屋内⽤です、屋外では使⽤できません。
   ・冷凍倉庫には使⽤できません。－5℃以上の冷蔵倉庫に限り使⽤可能です。
   ・⽤途以外でのご使⽤はお控えください。誤った使い⽅をすると、事故を招くおそれがあります。

   ［施⼯前の注意点］    ［真上からみた図］
   ・施⼯箇所がフラットに整備されているか、コンクリート⾯に破損はないか、施⼯位置に問題がないかご確認ください。
     ・⼿配した部材の数量や⼨法に間違いがないかご確認ください。

■部材⼀覧
   ［指定販売部材］  ■施⼯⽅法

  １．設置位置決定
      ①製品と壁⾯との間隔については、Hが175の場合には50〜70mm、Hが200の場合には100〜120mmとなるように
     墨出しを⾏ってください。

     ・座⾦は樹脂製フォークガードに同梱しておりません。下記製品を購⼊し使⽤ください。
      （購⼊先︓住友商事ケミカル株式会社、品名︓座⾦ t6×50×75）         ②座⾦の仮⽌めをします。
     ・樹脂製フォークガード１本につき、1,000mm品は座⾦を２つ、2,000ｍｍ品は3つご⽤意ください。          座⾦の⽚⾯に両⾯テープを貼付けてください。

          (両⾯テープは別途調達ください。)
   ［別途調達部材・⼯具］
     ・両⾯テープ（座⾦仮⽌め⽤） ・ スペーサー（10~20mm幅） 
   ・オールアンカー         ③座⾦を樹脂製フォークガードに貼付けてください。

ねじの呼び︓M12、全⻑︓60mm、ねじ⻑さ︓20mm、最⼤取付物厚︓6mm、アンカー埋込み⻑さ︓40mm            座⾦の向きは座⾦の⻑辺が製品幅⽅向となるように
フォークガード１本につき、1,000mm品は2本、2,000ｍｍ品は3本ご⽤意ください。            してください。

   ・コンクリートドリル、ハンマー、ダストポンプ、スペーサー、丸ノコ、サンダーなど            2,000ｍｍ品の中央については天⾯側の⽳から
         2,000mm品は上⾯⽳からの座⾦・アンカーの挿⼊が必要なためロングプライヤー、マグネット棒など            座⾦を挿⼊してください。

          (ロングプライヤー、マグネット棒などを使⽤)
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  2．アンカー設置   3．末端設置製品
   本製品は設置場所に合わせて、製品間隔を10~20mmで調整してください。ただ、設置場所の都合上、調整が

      ④樹脂製フォークガードの据付けを⾏ってください。    難しい場合は、施⼯現場で末端に設置する製品を⽳あけ加⼯と切断加⼯を⾏って、短尺仕様に加⼯してください。
     固定⽳は壁⾯と逆側になるように配置ください。    (短尺調整⽤に加⼯⽳があいていない樹脂製フォークガードを購⼊して、加⼯を⾏ってください。)

      ［⽳あけ加⼯］
⽳径は床⾯側︓φ15、天⾯側︓φ50
としてください。2,000mm品の中央⽳

      ⑤コンクリートドリルで製品固定箇所にアンカー は座⾦が⼊る様にφ52としてください。
     設置⽤の⽳をあけます。
           (⽳径・⽳深さは購⼊したアンカーの取扱説明書に       ［短尺調整例］
            従ってください。) 短尺調整は450mm以上になる様に調整を⾏ってください。

(端部の加⼯⽳の中⼼は、製品端部から150mmとしてください。⽳ピッチは850mm以内としてください。)

      ⑥⽳あけ後はダストポンプや集塵機を使⽤し、
           孔内の切粉を除去してください。    例①    例②

      ⑦アンカーを挿⼊し、芯棒が本体頂部に接するまで    例③
           ハンマーで打込み、アンカーを固定します。
           (アンカーは別途調達ください。)

      ［切断加⼯］
切断は樹脂⽤刃の丸鋸で⾏い、切断後ベビーサンダーで端⾯を研磨してください。

      ⑧ナットを取り付け、製品を固定します。
           (上部の⽳からナットを締めてください。)

      ⑨同様の⼿順で取付けを繰り返します。 ●お問い合わせ
     製品を等間隔に並べるため、スペーサーの
     使⽤を推奨します。           CSE事業本部
           (スペーサーは別途調達ください。)      本社/福井市三⼗⼋社町33-66

           ☎(0776)38-8030
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